
’ ｢|ざらまち九条の劃

2023(令和5)年7

)''NATO (北大西洋条‘ﾊﾙ4ｄ
Ｄ
Ｐ
ｒ

軍事同盟です｡日本はいつ欧州に入ったのか｡岸田首相は一体何を考えているのか｡i

|憲法記念日を各紙ゴラ五ほどう伝えたか③’日を各 ム

新聞一面の「コラムcolumm」は、市井のできごとなどを自由なテーマで書き
ますが、日本国憲法施行76年の5月3日各新聞のコラムをコピーしてみました。

『福島民報』は、南相馬市の憲法学者『鈴木安蔵」についてです▼
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南
相
馬
市
小
高
区
に
と
っ
て
、
土
地

鍵１１９
年
前
、
ま
ち
な
か
に
生
を
受
け

た
▼
進
学
し
た
旧
制
相
馬
中
で
は
、
い
じ
め
が
横

行
し
て
い
た
。
正
義
感
が
極
め
て
強
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
教
師
に
か
け
合
い
、
問
題
を
収
め
た
。
１

９
２
３
（
大
正
岨
）
年
の
関
東
大
震
災
発
生
後
、

失
業
し
て
食
う
に
困
る
人
が
あ
ふ
れ
た
。
何
と
か

な
ら
ぬ
か
。
哲
学
に
答
え
を
求
め
、
京
都
帝
国
大

の
門
を
た
た
い
た
。
観
念
論
に
失
望
し
、
経
済
に
一

道
を
変
え
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
傾
倒
し
た
と
さ
れ

る
▼
波
乱
の
人
生
だ
。
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕

さ
れ
る
。
獄
中
で
転
機
が
訪
れ
た
。
差
し
入
れ
の

本
を
き
っ
か
け
に
憲
法
研
究
の
必
要
性
を
感
じ

た
。
市
井
に
戻
り
、
仲
間
と
憲
法
草
案
を
練
り
上

げ
る
。
画
期
的
な
国
民
主
権
の
考
え
方
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
目
に
留
ま
っ
た
。
わ
が
福
島
の
先
人
の
英
知
が
、

世
界
に
知
ら
れ
る
１
０
３
条
の
屋
台
骨
と
な
っ
た

▼
憲
法
記
念
日
の
き
ょ
う
３
日
、
生
家
が
公
開
さ

れ
る
。
震
災
で
壊
れ
か
け
た
が
、
地
元
有
志
が
資
金

を
集
め
、
保
存
に
こ
ぎ
着
け
た
。
草
案
に
は
平
和
思

想
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
在
野
の
憲
法
学
者
の

精
神
は
傷
み
も
古
び
も
せ
ず
、
戦
雲
が
漂
う
今
の

世
に
一
段
と
輝
き
を
増
す
。
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『毎日新聞』は、戦争放棄の第9条を提案した「幣原喜重郎首相」について▼
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一
「世界は私たちを非現

慰霊潅艫叩燗肥
し
、
百
年
後
に
は
私
た
ち
は

一
予
言
者
と
呼
ば
れ
ま
す
よ
』
・
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
司
令
官
が
回
想
録
で
憲
法
の

一胤騨》灘螺瀧墜一争瀧糠測朏
介
し
て
い
る
▲
終
戦
の
翌
年
、
外
務
省

き
っ
て
の
英
語
使
い
だ
っ
た
幣
原
と
２

人
だ
け
で
会
談
し
た
。
憲
法
９
条
を
押

一融
蝋
諦
罰
獺
窯
蕊
剛

史
家
も
多
い
。
天
皇
制
維
持
と
の
引
き

一
換
え
と
い
う
説
も
あ
る
▲
提
案
者
は
２

．
人
の
ど
ち
星
か
。
約
帥
釜
副
の
憲
法
調

封
査
会
報
告
は
両
論
を
併
記
し
た
。
今
も

震
鑿
謹
榊
蕊
鱸

病
中
い
る
い
ち

考
え
た
の
で
す
が
、

新
し
い
憲
法
に
は
、

戦
争
放
棄
と

い
う
こ
と
を

も
り
こ
み
た
い
と

思
い
ま
す
：
Ｌ
、
Ｉ

大
賛
成

で
す
＃
．

大
賛
成

鎌

夢
杢

夢
杢
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k
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蕊
鶏
購
盤
繼
舞
細
藩
蒙
一

し
か

気
投
合
し
た
の
は
確
か
ら
し
い
。
平
和

ち
は

主
義
者
だ
っ
た
幣
原
が
広
島
、
長
崎
に

シカ
惨
禍
を
も
た
ら
し
た
原
爆
の
出
現
か
ら
準

法
の

戦
争
や
平
和
の
あ
り
方
を
熟
考
し
て
い
》

し
た

た
と
い
う
証
言
も
残
る
▲
９
条
に
は
一
三

て
紹

重
性
が
あ
る
と
語
っ
た
の
は
７
年
前
に
一

務
省

１
０
１
歳
で
死
去
し
た
ジ
ャ
ー
士
リ
ス
》

と
２

ト
、
む
の
た
け
じ
さ
ん
だ
。
『
軍
国
日
一

を
押

本
へ
の
死
刑
判
決
」
と
い
う
屈
辱
と
「
入

る
内

類
の
道
し
る
べ
」
と
い
う
理
想
ｏ
そ
の

る歴二重性が過去の憲法論議にも影響一
引き

してきた▲ロシアのウクライナ侵一
は
２

攻
が
続
く
中
で
祀
回
目
の
憲
法
記
念
日

法調
を迎えた。東アジアの安全保障環一

今も
境
も
波
高
し
だ
ｏ
だ
が
、
屈
辱
を
晴
ら
一

に立
す好機と考えるなら時代錯誤だろ一一

の新
う
。
安
全
を
守
り
な
が
ら
平
和
主
義
の
『

理
念
を
未
来
に
ど
う
生
か
す
か
。
「
核
・

な
き
世
界
」
の
追
求
を
日
本
国
民
の
理

想
と
し
て
明
記
す
る
と
い
っ
た
憲
法
論
言

議
が
あ
っ
て
も
い
い
。

２０２３．５．３－
１

▲
小
学
館
ま
ん
が
『
日
本
の
歴
史
』

２
０
巻
よ
り
。
幣
原
首
相
は
一
九
四

五
年
暮
に
肺
炎
を
患
い
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ペ

ニ
シ
リ
ン
で
快
癒
し
ま
す
．
そ
の
お
礼

の
た
め
翌
四
六
年
一
月
二
四
日
、
幣

原
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
訪
ね
「
戦
争

放
棄
」
を
提
案
し
て
い
る
場
面
で
す
。

九条は局まち
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皆さんの購読新聞は？ 各新聞のコラムの名称、発行部数（日本ABC協会調べ）
地方紙(一県一紙制度でも福島と沖縄は例外で二紙）

福島民報「あぶくま抄｣22．4万部 毎日新聞系

福島民友｢編集日記」16．3万部 読売新聞系
東京新聞｢筆洗」 39．4万部中日新間系

三大全国紙(『読売』は部数世界一）

読売新聞｢編集手帳｣663万部

朝日新閏｢天声人語｣397万部

毎日新聞『余録」 ‐ 185万部

『朝日新聞』は、憲法24条を提案した「ベアテ・シロタ・ゴードン」について▼

「
日
本
に
は
女
性
が
男
性
と
同
じ

洲
女
同
謹
に
異
薑
唱
え
た
１
．

約
帥
年
後
の
イ
シ
タ
ビ
ュ
ー
で
こ
う
振
り
返
っ

｜
た
の
は
、
故
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
で

あ
る
▼
著
名
な
ユ
ダ
ヤ
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
娘
で

５
歳
か
ら
幻
年
間
を
日
本
で
暮
ら
し
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
民
政
局
に
採
用
さ
れ
て
再
来
日
し
、
憲
法
草

案
で
女
性
の
権
利
担
当
に
。
農
村
で
の
身
売
り

話
な
ど
に
心
を
痛
め
た
記
憶
か
ら
「
女
性
の
幸

せ
な
く
し
て
日
本
に
平
和
は
な
い
」
と
奮
闘
し

た
▼
協
議
は
天
皇
に
関
す
る
条
項
で
難
航
し
、

日
付
が
変
わ
っ
滝
。
だ
が
、
日
本
側
の
剣
幕
に

〕
「
眠
気
な
ん
て
ず
つ
と
ん
で
し
ま
い
、
私
は
緊

張
で
か
ら
だ
を
逵
わ
ば
ら
せ
て
」
い
た
と
話
し

て
い
る
（
・
『
ベ
ア
テ
と
語
る
「
女
性
の
幸
福
」

と
憲
法
』
）
▼
冒
本
政
府
が
反
対
し
た
条
項
は

←
最
終
的
に
残
り
魁
男
女
平
等
の
礎
と
し
て
憲
法

鍵
蕊
議
懲
蕊
雛
灘
一

したが、詳細で憲法になじまなかったと一
晩
年
ま
で
残
念
が
っ
て
い
た
▼
当
時
、
新
憲
法
。

の
啓
発
用
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
つ
く
っ
た
比
較
形
式
の
》

ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
。
男
性
だ
け
が
「
妻
ヲ
支
配

電
鍵
票
霊
蕊
総
蒻

雛
群
聰
添
瀦
雛
滞
鱸
鴻
一

稲
年
で
夫
婦
が
平
等
に
な
っ
た
、
は
ず
だ
。
だ

一
が
、
実
態
は
ど
う
か
。
家
族
の
形
が
多
様
化
３
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『東京新聞』は、平和の実のなる憲法という木のありがたさに気づかない日本▼
全一華一 一hq 一▼＝ー■■■ ■一一a _

一
‐
お
お
き
な
木
」
と
い
う
絵
本
が

專
轆
撫
轤
灘
瀧

春
樹
さ
ん
が
訳
し
て
い
る
▼
こ
ん
な

話
だ
。
お
お
き
な
リ
ン
ゴ
の
木
と
少
年
は
大

の
仲
良
し
。
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
る
に
し
た

が
っ
て
少
年
は
木
と
遊
ば
な
く
な
る
▼
青
年

に
な
っ
た
少
年
は
お
金
が
必
要
に
な
る
。
木

は
少
年
に
自
分
の
リ
ン
ゴ
を
売
れ
と
い
う
。

少
年
は
あ
り
っ
た
け
の
リ
ン
ゴ
を
待
っ
て
い

く
。
大
人
に
な
っ
た
少
年
は
今
度
は
自
分
の

家
が
ほ
し
く
な
る
。
木
は
自
分
の
枝
を
切
っ

て
家
を
造
れ
ば
と
い
う
。
少
年
は
た
く
さ
ん

の
枝
を
切
る
。
次
の
願
い
は
船
。
リ
ン
ゴ
の
｛

木
は
自
分
の
幹
を
切
っ
て
造
れ
と
い
う
。
少

恥
溺
婚
懲
脈
卿
騨
認
轤
唯

一
親
の
無
償
の
愛
か
。
こ
の
日
は
日
本
国
憲
法

に
重
ね
た
く
な
る
。
立
憲
主
義
、
戦
争
の
否

一嚇翻撚職繍轆州》蝿
日
本
と
い
う
少
年
は
そ
の
あ
り
が
た
さ
に
気

づ
か
な
い
。
自
分
の
都
合
と
勝
手
な
解
釈
に

よ
っ
て
、
そ
の
木
を
た
び
た
び
傷
つ
け
て
き

た
▼
新
し
い
と
こ
ろ
で
い
え
ば
、
殺
傷
能
力

を
持
つ
武
器
の
海
外
輸
出
を
可
能
に
し
よ
う

と
い
う
議
論
で
あ
る
。
家
や
船
を
求
め
た
少

年
と
同
じ
。
防
衛
産
業
の
強
化
と
い
う
欲
の

た
め
、
憲
法
の
「
平
和
主
義
一
と
い
う
幹
に

お
の

鋭
利
な
斧
を
打
ち
込
む
よ
う
に
見
え
て
な
ら

な
い
。
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
一
鑿
と
な
る
ま

い
か
。
心
底
、
お
そ
れ
る
。
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強
化
と
い
う
欲
の

義
一
と
い
う
幹
に

う
に
見
え
て
な
ら

ぬ
一
鑿
と
な
る
ま

。
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○また『東京新聞』5月3日の一面ﾄｯﾌ記事は、「憲法『骨抜き｣76年前の警鐘･憲法学の

蕊
○5月3日の『読売新聞』『福島民友』のコラムには、憲法の記述はありませんでした。
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これら5月3日のコラムをお読みになって､皆さんどんな感想をお持ちでしょうか？
よろしければ事務局員にご意見を､お手紙や電話､メールでお寄せ下さい。


